
第1回
和歌山 次世代エアモビリティ ワーキング

近年、次世代エアモビリティの社会実装に向けた取組が
国内外にて加速しており、国内においても官民連携に
基づき進められています。
和歌山県でも県内事業者等の皆さまの参画、共創・
協業による取組を推進しており、今回は事業者向けの
初のワーキングを開催いたします。

和歌山県自治会館 大会議室
【 住所 】 和歌山市茶屋ノ丁2-1
【 TEL 】 073-432-1795

会場

和歌山県
万博推進課（担当 庄司・小谷）

電話番号：073-441-2703 
FAX ：073-432-4410
Email ：banpakujyoho@pref.wakayama.lg.jp

公共交通機関もしくはお近くの
パーキングをご利用ください

先着100名 （参加無料）定員

第１部 基調講演(14:05～14:50)

内容

第２部 トークセッション(14:50～15:30)

申込
方法

参加希望の方は下記URLまたは右のQRコードよりお申込み頂くか
banpakujyoho@pref.wakayama.lg.jp （和歌山県万博推進課）
に氏名・ご所属・メールアドレスを記載の上ご連絡ください。
申込みURL
https://forms.office.com/r/B16rKP3B0Q

【締切】 2024 年 8 月 2 日 (金）

8月9日（金）
14時00分～15時30分

※開場13時30分

モデレーター：岩本学氏
  和歌山県
  南海電気鉄道(株)  

(株)長大  
(株)IHI

「次世代エアモビリティ運航実現にむけた和歌山県の挑戦」
「鉄道×次世代エアモビリティ～陸と空の連携可能性～」
「和歌山県における次世代エアモビリティ活用の可能性」
「まちの中心となるモビリティハブの創造に向けて

～私たちのモビリティハブで空と地上をつなぎます～」

～新たな産業の創出に向けて～
和歌山から世界へ、世界から和歌山へ

開会(14:00～)

株式会社日本政策投資銀行
産業調査部 兼 航空宇宙室
岩本 学 氏

「空飛ぶクルマの時代～万博後の新産業創出を目指して～」



和歌山県、南海電気鉄道株式会社、株式会社長大、
株式会社ＩＨＩ、の4者は、2024年2月5日、
次世代エアモビリティを和歌山県内で実用化させ、
和歌山県への誘客促進、地域活性化等を推進するための
連携協定を締結しました。
本ワーキングは、この4者が事務局となり、和歌山県内の
自治体・事業者などの皆さまが次世代エアモビリティ分野
でのネットワークを構築し、次世代エアモビリティの社会実装
に向けた取組を推進するために設置いたしました。

和歌山 次世代エアモビリティワーキング
設立趣旨

・勉強会、セミナー等を通じた会員の理解促進
・イベント等による会員間の事業マッチング
・会員からの相談・提案などの受付
・分科会などの設置

活動内容

講師略歴

基調講演 14:05～14:50

岩本 学 氏
いわもと  まなぶ

株式会社日本政策投資銀行
産業調査部 兼 航空宇宙室

＜主催＞ 

離着陸場イメージパース

和歌山 次世代エアモビリティ ワーキング ～新たな産業の創出に向けて～ 和歌山から世界へ、世界から和歌山へ

出典：経済産業省ウェブページ
（https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/181220uamroadmap.html）

2012年、株式会社日本政策投資銀行入社。企業金融第4部にてエアライン向け航空機ファイナンス
業務に従事した後、2019年7月より航空宇宙室にて航空機関連メーカー向けファイナンス、航空宇宙
関連のイノベーション分野の調査を担当し、2020年より空飛ぶクルマの取組を開始。現在は産業調査
部に所属し、空飛ぶクルマやドローンの社会実装と産業振興に携わっている。
週刊エコノミストに「空飛ぶクルマ最前線」を連載中。
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